
氏名 階級
2025年12月末現在

の公式持ち記録

桐生寛子 61Kg級 78Kg

田中秩加香 79Kg級 103Kg クリア

西崎哲男 49Kg級 145Kg クリア

市川満典 54Kg級 150Kg クリア

光瀬智洋 59Kg級 155Kg

奥山一輝 65Kg級 162Kg

樋口健太郎 72Kg級 188Kg クリア

大堂秀樹 80Kg級 165Kg

日野雄貴 80Kg級 172Kg

88Kg級 190Kg クリア

97Kg級 195Kg クリア
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2026アジアオセアニア選手権
日時：2026年4月7日(火)〜4月17日(金)

場所：タイ バンコク

■選手選考について（2025.7.7）

１，アジアオセアニア選手権は、ロスパラのパスウェイである事を鑑み、2025世界選手権に選考された者の中から

選手を選考する。

２，ただし、まだ、IPC登録をしていない選手は、下記の記録を破った場合は、アジアオセアニア日本代表に選出す

る。

３，選考記録対象期間は、2024.4.1～2025年度最終選考会（2026年1月第26回全日本選手権）までとする

【今後の対象記録会（大会）】

・2025世界選手権（エジプト・10月）

・Record Breaker （愛知・11月）従来の愛知記録会

・第26回全日本選手権（東京・2026年１月）

４，JPC医学員会から2025年度にメディカルチェックを受けて、海外渡航許可の出ていない選手は、記録を出しても

選考から外す。

５，JPPFの定める、各クラスのアジアオセアニア選手権、派遣標準記録を突破していること。ただし、惜しくも満た

なかった選手で、成長グラフから今後の活躍が期待される、他、特別の理由がある場合は、選手選考委員会で審議

の上、選考する場合もある。

６，その他資格規程違反、コンプライアンス違反がないこと。

■派遣標準記録

2025世界選手権派遣標準記録＋1％とする。

2025世界選手権に出場し、ロスパラリンピックパスウェイを通過した11名に絞ったアジアオセアニア選手権の派遣

標準記録は以下の通り。


